様式２
卒業年度については、将来の目標の実現に向けて具体的な行動を起こしたり、それを振り返って改善したりすることを特に意識した様式としている。
卒業年度を見通し、振り返る

記入日　　　年　　　月　　　日

○１年後の自分を想像しよう。
	どんなふうになっていたいか（目指す進路や目標）
次の年度（高等学校の次の段階）の４月を見据えたうえで、年間の取組を計画する。






○１年後に向けて、いつ、何に取り組むかを考えよう。４月
３月
１月
11月
９月
４月
７月

	記入日　　　年　　　月　　　日
センター試験（大学入学共通テスト）
取組の記載はあくまで例示であり、例示以外の取組も記載する。
小中高を振り返るシートの作成
社会に出て仕事を行う上でも、このように目標を設定し、目標達成のための手立てを検討のうえ実行し、振り返りを行うことが重要であることを意識させることが大切である。
卒　業
専門学校入学試験
就職試験




	具体的に何に取り組むか



	どのように取り組むか



	進捗状況確認（９月頃）




	
	年度の途中に一度、設定した目標や取組の状況を確認し、必要に応じて目標や取組の修正を行う。
なお、修正が必要な場合には、余白部分に後から自分自身が見返しても分かるように記載すること。

	

	

	
	


記入日　　　年　　　月　　　日

○１年間の振り返りをまとめよう。
	何に取り組んできたか


	どのような点がよかったと思うか（成長できたと思うか）



	
	

	

	



○卒業後の自分について、どんな自分になりたいか（将来どんな生き方をしていきたいか）を考えよう。
	




	先生からのメッセージ


	先生からのメッセージを読んで気づいたこと、考えたこと




H　　番　　氏名
